
この号が出る頃には、梅雨明けのカウントダウンを指折り数えているかもしれません。
ここ何年か、梅雨明けと聞いてもどこかしらすっきりしないような、おさまりの悪い気持
だったようにも思いますが、所内のあちらこちらで子供たちの走り回る姿やはずんだ声の
にぎわいを見聞きしていると、夏の訪れが強い日差しと一緒になにか開放的な、わくわく
するような気分を連れてきてくれていたことを改めて思い出しました。
赤城では教育事業や研修受入れなど、今年の夏も多くの方々をお迎えする予定です。
私たちもコロナ禍のなかで学んだ衛生管理や健康管理の知恵を活かしながら、来所され
る皆様が存分に体験活動を楽しんでいただけるように努めてまいります。

所長 金澤哲哉

国立赤城青少年交流の家ニュースレターvol.5８【季刊誌】
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1.【事業報告】ボランティア養成セミナー
2.【事業告知】親子キャンプ秋編～ササビーと遊ぼう～
3.【あかぎをつかう！】そとチャレラリー2023のご案内
４.【体験のススメ】ＳＤＧｓを意識できる野外炊事
５.【スタッフコラム】活用のススメ

もくじ

施設マスコット：ササビー



国立赤城青少年交流の家 https://akagi.niye.go.jp/
TEL: 027-289-7224   FAX: 027-289-7226
〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山27  E-mail:akagi@niye.go.jp
【タイトルの「カラゴロリ」は、赤城名物の“からっ風”と雷の“ゴロゴロ”に由来します】
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そとチャレラリー2023のご案内ボランティア養成セミナー

スタッフコラム

施設マスコット：ササビー
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事業報告 あかぎをつかう！
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親子キャンプ秋編
～ササビーと遊ぼう～

事業告知

ＳＤＧｓを意識できる野外炊事

体験のススメ

活用のススメ

５月２７日（土）～２８日（日）にボランティア養
成セミナーを実施しました。演習・講義を通じ
て、青少年教育施設におけるボランティアとし
て必要な知識・技術について研修しました。「実
践的な講義や実習が多く、ボランティア活動に
活かせる。」という声をたくさんいただきまし
た。本セミナーでの学びと体験がこれからのボ
ランティア活動に活かされることを期待してい
ます。

「親子キャンプ秋編～ササビーと遊ぼう～」
は、幼児を含む親子を対象に、親子でハイキン
グ等の野外活動を通じて、自然体験の楽しさ
を感じながら、親子の交流を深めることを目的
としたキャンプです。ぜひご参加ください。
日 程：９月３０日（土） ～ １０月１日（日）
対 象：幼児（年中、年長）とその保護者

※上記以外の兄弟姉妹がいる場合も可
募集期間：８月１９日（土）～２７日（日）
（詳細は、HPをご確認ください。）

「そとチャレラリー」とは、青少年団体を対象
にした当機構、ボーイスカウト、ガールスカウト
の３団体が連携し、「お外でリアル体験！」をコ
ンセプトにしたスタンプラリー企画です。
親子やお友達と一緒に
加盟団体が提供している
様々な野外活動にチャレ
ンジしてみませんか。

令和５年５月３０日（火）に野外炊事を楽しみ
ながらSDGｓについて学ぶことを目的とした
「SDGsを意識できる野外炊事場」を開設しま
した。はかりを用いて水の使用量や残菜の量
を知り、水の無駄遣いや食品ロスへの意識付
けを行うことができます。ぜひご利用ください。

当施設の管理研修棟ロビーには、前橋市立図
書館と上毛新聞社より寄贈された絵本や紙芝
居などを収納している図書スペースを設けて
います。施設内であれ
ば持ち出をすることが
可能です。
ぜひ、読み聞かせなど
にご活用ください。

そとチャレラリー2023


